
 

　ポスター発表では、大学院２年生、対象の現職
教員一人につき一枚の実践の成果をポスターにま
とめ発表した。ポスター発表は、オープンスペー
スにポスターを掲示し、参加者が自由に見て回れ
るようにしたものである。事前にポスター発表用
の報告文書が配布され、大まかな内容はそこで確
認ができる。発表者がポスターの脇に待機してお
り、質問に答えたり、補足的な情報を提供したり
する。補足的な情報を提供するためにパソコンを
持参して動画を見せたりするなどの工夫をする発
表者もいた。参加者は報告文書を読んで気になる
発表者のところを自由に回り、質問をしたり、こ
うしてはどうかという自分のアイデアを出したりす
る。成果発表などの全体の場での口頭発表より質
問や質問の受け答えがしやすく、様々な意見が出
やすいというメリットがある。

【プログラム】教育実践研究フォーラム in 長崎大学
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　発創デザイン研究室代表・福井大学非常勤講
師である冨永良史先生を講師にお招きし、「計画と
即興の間～意欲を高めるファシリテーション～」と
題してのワークショップが行われた。直前の木村
先生の基調講演においてのそれぞれが印象に残っ
たワードを基に、各班で議論を深めるという展開
であり、流れは本当に「即興」そのものであった。
そのような即興の中にもファシリテーターは、ゴー
ルを見据えた発問、各班での話し合いの内容の見
極めなど効果的な手立てを講じなければならない
ことや、何よりも受講者を信頼し、何を言っても
大丈夫という雰囲気、安心感を創造することが大
切であるということを述べておられた。学校教育
における授業はまさに、教師と生徒の間での「即
興」である。私たち大学院生は、このワークショッ
プから学ぶことが本当に多かったのではないだろ
うか。今回のワークショップからそれぞれが学ん
だことを基に、これから実践を行う際には教師と
生徒がお互いに力を引き出し合う環境を創ってい
きたい。

　今回の基調講演は、福井大学教職大学院准教
授の木村優先生にお越しいただき、『子どもの学習
意欲を高める授業とは』といったテーマで講演して
いただいた。その中で、子どもの学習意欲を高め
る授業を作る際に考えなければならないものとし
て「教育方法」が挙げられ、目的に合わせて道具を
決めるといった意思決定が教師の専門性の本質で
あるということ、そして最近よく出てくるキーワー
ドの「アクティブ・ラーニング」や「ディープ・ラー
ニング」についてとても分かりやすく説明していた
だいた。また、協働学習を取り入れた授業を作る
ために「関係形成・編み直し」「理解深化」「思考節
約」「参加意欲増加」「メタ認知促進」の５つを時々
の学習課題に即して戦略的に活用し、協調して授
業をデザインすることで、子どもたちの学習意欲
と学習の質を高めることができる。しかし、その
デザインが難しく挑戦的で奥深いと解説していた
だき、参加者にとってとても有意義な時間となっ
たのではないだろうか。


